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Ⅰ．はじめに

改正カリキュラムの本格運用に向けた
当事者グループとの連携・協働による助産学生の学びと課題

Learning and challenges for midwifery students through collaboration and 
cooperation with relevant groups for full-scale operation of the revised curriculum

西尾 梨那1），牛越 幸子1），服部 律子1）
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Ⅱ．研究目的

Ⅲ．授業の概要

　1．授業目標

　 2．科目の位置づけ

　 3．集団指導実施までの授業計画

　 4．集団指導の実施
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　 5．集団指導参加後の課題レポート

Ⅳ．研究方法

　 1．研究のデザイン

　 2．研究対象者

　 3．データ収集と分析

Ⅴ．倫理的配慮

図1　集団指導実施にむけた学習プロセス
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　Ⅵ．結果

　 1． 多胎妊婦を対象とした集団指導に参加したこと

での学びについて
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表 1　多胎妊婦を対象とした集団指導に参加したことでの学び
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　 2．集団指導を実施したことで見えた課題

　

3．当事者グループと多職種が連携・協働する意義

表2　集団指導を実施したことで見えた課題
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Ⅶ．考察

　 1．当事者グループとの関わりから得た学び

表3　当事者グループと多職種が連携・協働する意義
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　 2．多職種が関わることの意義についての学び

　 3． 学生が多胎妊婦と家族に集団指導を実施する上

での課題
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Ⅶ．結論
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